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■いま求められる「探究」のちから            校長 栗林 昭彦 

 1月の始業式の際、生徒に「2025問題」についての話をしました。今年 2025年、75歳以上の後

期高齢者が人口の 20％を超え、65歳以上の割合も全人口の 3分の 1になるといいます。つまり我

が国が本格的な少子高齢化社会に突入するという、そのことを指して「2025問題」というのだそ

うです。中学生の諸君にはピンとこないことだったかもしれませんけれど、これからの自分たち

が生きてく社会のありようを知っておくことは重要なことだと考え、話をしました。さらにその

中で、そういうこれまで経験のないような社会の中で、どうやってみんなが幸せに過ごせるよう

にしていくかを考え、実行していくのが皆さんの務めであり、そのための力をいま中学校で付け

ているのだということを意識して過ごしてほしいと伝えたわけです。 

 さて、そこで改めて考えます。中学生の諸君はそのような社会で皆が幸せに生きていけるよう

にするために、どんな力を身に付けるべきなのでしょうか。たとえば「共感力と協力意識」「自

己管理能力」「学び続ける姿勢」「柔軟性と適応力」「持続可能な思考」「コミュニケーション

能力」等が考えられるでしょう。であるならば私たち中学校は、毎日の学習活動がこういった資

質を身に付けさせるために機能しているかどうかを日々モニタリングしていかないといけないと

いうことになります。先生が黒板に書くことを黙って写すような授業のありようでは、当然前述

したような力は身に付きません。 

 社会の変化は少子高齢化だけではありません。急速な情報化の進展も重要な要素です。ちなみ

にこの文章の前の段落の文章はほぼ生成ＡＩが作成したものです。1年前には想像もできなかった

ことです。こうして社会の様々な場面に、人間より早く正確に、安価に仕事をするＡＩがすさま

じい勢いで入り込んでくる。そのことも認識していないといけません。 

 少子高齢化や情報化が進み、その他にも予測困難な多くの変化が待ち受けるこれからの時代を

生きていく生徒たちに必要な力はどのようなものなのか。少なくとも、計算問題を解いたり漢字

の書き取りをしたり、という力だけではないことは確かです。現在、そのことに社会全体が気づ

き、様々なことが変わり始めています。保護者会の際にもお話したように、渋谷区ではすべての

小中学校の午後の授業をこれまでのような教科の勉強ではなく、自ら課題を立てて調べたり考え

たりする「探究」の時間に充てることとしたといいます。先月実施された大学入学共通テスト

も、知識そのものを問う問題ではなく、様々な資料を読み解きながら考えたり判断したりするタ

イプの問題が主になっています。いずれにしても「教えてもらう」受け身の勉強は過去のものに

なりつつあるということです。 

 小平一中では、昨年、今年の 2か年にわたり、小平市教育委員会の研究指定を受け「自ら課題

を立て解決する力を身に付けさせる指導法の工夫～探究学習の取組を通して」に取り組んできま

した。前述したような社会の状況、また現在の公立中学校の置かれた状況に鑑み、どうやって必

要な力を身に付けさせていくかという取り組みで

す。このことに係る研究発表会を右の要領で開催し

ます。ぜひ保護者、地域の皆様にもご覧いただきた

く、ご案内します。当日は、すでに様々なところで

探究学習やそれに関わる実践を進めておいでの方々

をお招きしたパネルディスカッションも行います。 

 ぜひ、本校に関わる多くの皆様に、今後の教育の

目指す方向性を知っていただき、共有できたらと思

っております。ご多用の中とは存じますが、お運び

いただければ幸いです。 

一中だより   
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■スキー教室 無事終了しました 

 1 月 26 日～28 日、1 年生は新潟県のシャトー塩沢

スキー場でスキー教室を実施しました。3 日目は冷たい

霧雨が降っていましたが総じてコンディションもよく、

充実したスキー教室になったと思います。今回はスキー

を初めて経験する人が多く、慣れないスキーの板に四苦

八苦している様子が見られたものの、3 日目には隊列を

組んでゲレンデを滑り降りてくるまでに上達していまし

た。スキー以外にも雪上レクリエーションがあったり、

季節外れの花火の会があったりと盛りだくさんのスキー

教室でした。スキー実習でお世話になったインストラク

ターの皆さんからも、頑張っていた様子についてお褒めの言葉をいただいています。大きなけがをす

る生徒もおらず、よいスキー教室が実施できました。 

 

 ■２月の主な予定  

日 曜  学校行事等 I 組 
給食 

1 2 3 Ｉ 

1 土        

2 日        

３ 月  全校朝会  〇 〇 〇 〇 

４ 火  新入生保護者説明会  〇 〇 〇 〇 

５ 水  中学校体験入学  〇 〇 〇 〇 

６ 木  専門・中央委員会  〇 〇 〇 〇 

７ 金  生徒朝会  〇 〇 〇 〇 

８ 土        

9 日        

1 0 月  私立高一般入試  〇 〇 × 〇 

1 1 火  建国記念日      

1 2 水 ※ 
職員会議 
都立高一般願書取下げ 

 〇 〇 〇 〇 

1 3 木  
研究発表会 
都立高一般願書再提出 

 〇 〇 〇 〇 

1 4 金  劇と音楽の会(Ｉ組） 劇音 〇 〇 〇 × 

1 5 土 ※       

1 6 日        

1 7 月 ※   〇 〇 〇 〇 

1 8 火    〇 〇 〇 〇 

1 9 水 ※ 避難訓練  〇 〇 〇 〇 

2 0 木    〇 〇 〇 〇 

2 1 金 ※ 都立高校一般入試  〇 〇 × 〇 

2 2 土        

2 3 日  天皇誕生日      

2 4 月  振替休業日      

2 5 火    〇 〇 〇 〇 

2 6 水  学年末考査(全)  × × × × 

2 7 木  学年末考査(全)  × × × × 

２８ 金 ※ 学年末考査(1,2)  〇 〇 〇 〇 

         

         

         

３
月
の
予
定 

3(月)全校朝会 保護者会(Ｉ組) 都立高一般発表 

4(火)保護者会(1)  ５(水)保護者会(2) 

6(木)専門・中央委員会 都立後期・二次出願 

7(金)生徒朝会 避難訓練 都立後期・二次取下げ 

10(月)都立後期・二次再提出 

11(火)都立後期・二次試験 13(木)卒業式予行 

14（金）都立後期・二次発表 給食終(3) 

18(火)卒業式準備  19(水)卒業式 

21(金)給食終(1,2) 24(月)ｸﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

25(火)修了式 離任式 

  

※印は放課後学習教室の開催予定日です。 

 

■1年D組担任大田和希望教諭は、次年度より産休取得の予定でしたが、母体管理の必

要から入院加療の措置をとることになりました。つきましては鶴岡海士教諭が担任

を代行し、英語の授業については現在時間講師配置の手続きを進めております。ご

心配おかけしますが、ご理解賜りますようお願いいたします。 


